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家庭から出る燃やすごみの量

平成25年度4月～11月は476ｇ

5ｇ増

平成23年度
（４月～11月）
472ｇ

平成25年度
（４月～11月）
477ｇ

（一人１日当たり）

※ごみ排出量は、東部清掃工場に収集車で搬入される
ごみと直接搬入されるごみの量です。可燃性粗大ご
みは含みません。

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

9000

10000

11000

12000

13000

14000

12550.9

12659.6

12946.8

13332.4

13581.9

13739.6

12130.8

11615.9

11089.2

10550.7

10000

ごみの年間排出量
■目標値

■実績値

21年度 　22年度　 23年度　 24年度　 25年度　 26年度　27年度

11,616

10,551

10,000

12,131

11,089

ご
み
の
量
（
ｔ
）

12,551 12,660
12,947

13,332
13,582 13,740

１人１日当たりのごみの量
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家庭から出るごみの内訳

可燃ごみ
86%

その他
3%

資源物
11%

　◆　 減量化目標値

ー■ー 排出量実績値

ー▲ー うち、可燃ごみ
　　　 の実績値

家庭から出る燃やすごみの量

　平成25年度4月～３月は463ｇ

5ｇ増

平成23年度
（４月～３月）
459ｇ

平成26年度
（４月～３月）
464ｇ

（一人１日当たり）

※ごみ排出量は、東部清掃工場に収集車で搬入される
ごみと直接搬入されるごみの量です。可燃性粗大ご
みは含みません。

ごみを出す前に、
「ぎゅぎゅっ」と
ひと絞りを心掛け
ましょう

廃
蛍
光
管
の
出
し
方

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
昨
年
度
、
家
庭
か
ら
出
た
ご
み

排
出
量
１
１
、
７
０
２
ｔ
の
う

ち
、
約
86
％
の
１
０
、
０
０
１
ｔ

が
燃
や
す
ご
み
で
し
た
。

　
可
燃
ご
み
に
は
紙
類
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
な
ど
の
資
源
物
が
多
く

混
ざ
っ
て
い
ま
す
。
資
源
物
に
な

る
も
の
は
資
源
物
の
袋
で
出
す

か
、
地
域
の
資
源
物
回
収
団
体
に

引
き
渡
し
て
ご
み
の
量
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
ご
み
は
水

分
を
し
っ
か
り
切
っ
て
可
燃
ご
み

袋
に
入
れ
る
こ
と
で
、
ご
み
の
重

量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ご
み
が
増
え
る
と
、
処
理
費
用

も
増
え
る
ば
か
り
で
す
。

「
く
ま
も
と
・
み
ん
な
の
川
と
海

づ
く
り
デ
ー
」
河
川
美
化
活
動

　
有
明
海
な
ど
の
海
の
環
境
悪
化

が
社
会
問
題
と
な
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
活
動
で

す
。
県
内
各
地
で
河
川
や
海
岸
の

清
掃
活
動
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
本

市
で
も
、
例
年
河
川
の
美
化
活
動

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き

　
７
月
25
日
（
土
）
午
前
７
時
〜

※

雨
天
中
止
の
際
は
防
災
無
線
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
と
こ
ろ
　

・
上
生
川
（
中
尾
橋
付
近
）

・
塩
浸
川
（
城
戸
内
橋
〜
江
良
橋

付
近
）

●
集
合
場
所

上
生
川…

沖
田
橋

塩
浸
川…

Ｊ
Ａ
上
庄
倉
庫
前

　
　
　
　
栄
体
育
館

り
の
ご
み
の
量
は
５
４
３
ｇ
で
、

平
成
25
年
度
か
ら
２
ｇ
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
平

成
21
年
度
の
５
３
９
ｇ
と
比
べ
る

と
、
こ
の
５
年
間
で
４
ｇ
増
加
し

て
お
り
、
当
時
の
実
績
値
を
基
準

に
定
め
た
目
標
値
４
３
５
ｇ
を
１

０
８
ｇ
も
上
回
り
ま
し
た
。

　
少
し
で
も
目
標
値
に
近
づ
け
る

よ
う
、
本
年
度
も
ご
み
の
減
量
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
の
ご
み
の
年
間
排
出
量
は
平

成
20
年
度
ま
で
は
減
少
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
21
年
度
か
ら
少
し

ず
つ
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
本
市
で
は
、
平
成
23
年

度
に
ご
み
減
量
化
計
画
を
策
定

し
、
ご
み
減
量
20
％
を
目
標
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
１
人
１
日
当
た

　
Ｐ
Ｍ
2.5
は
、
大
気
中
に
漂
う
直

径
2.5
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の

物
質
で
、
粒
子
が
小
さ
い
こ
と
か

ら
肺
の
奥
深
く
ま
で
入
り
や
す

く
、
健
康
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

注
意
喚
起
の
実
施

　
県
で
は
、
午
前
５
時
、
６
時
、

７
時
の
３
回
の
平
均
値
が
１
立
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
85
マ
イ
ク
ロ
グ

ラ
ム
ま
た
は
１
日
当
た
り
の
平
均

値
が
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
70

マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
と
予

想
さ
れ
る
場
合
に
注
意
喚
起
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

注
意
喚
起
が
行
な
わ
れ
た
と
き
は

・
不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
る
。

・
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
で
き

る
だ
け
減
ら
す
。

・
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
適
切
に
着

用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
室
内
の
換
気
は
必
要
最
小
限
に

す
る
。

・
洗
濯
物
は
室
内
に
干
す
。

・
県
と
熊
本
市
が
公
表
す
る
速
報

値
を
注
視
す
る
。

大
気
環
境
情
報
メ
ー
ル
の
配
信

　
Ｐ
Ｍ
2.5
な
ど
の
注
意
喚
起
を
実

施
・
解
除
し
た
と
き
に
メ
ー
ル
を

配
信
し
ま
す
。
メ
ー
ル
配
信
を
希

望
す
る
人
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

生ごみ処理機器補助金一覧

購入費の１/２
（上限３万円）

・電動式生ごみ処理機

購入費の１/２
（上限４千円）

・コンポスター
・ＥＭ容器

一式５００円
基材のみ３４０円

・ダンボールコンポスト
（補助金申請不要）

補助金額品　　目

　
法
律
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
）
に
よ
り
、
農
業
な
ど
を
営
む
た
め

の
や
む
を
得
な
い
草
木
な
ど
の
燃
焼
や
た
き

火
な
ど
の
例
外
を
除
き
、
紙
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
系
の
ご
み
な
ど
の
野
外
焼
却
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

※

草
木
の
燃
焼
な
ど
の
例
外
行
為
の
場
合
で

も
、
煙
や
臭
い
が
近
所
迷
惑
に
な
り
、
生

活
環
境
に
与
え
る
影
響
が
軽
微
で
な
い

場
合
に
は
焼
却
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
廃
蛍
光
管
は
、
市
内

17
カ
所
で
拠
点
収
集
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
廃
蛍
光
管
は
、
水
銀
な
ど
の
有
害
物
質
の

飛
散
を
防
止
す
る
た
め
、
元
の
ケ
ー
ス
に
入

れ
る
か
新
聞
紙
な
ど
で
包
み
、
割
れ
な
い
よ

う
に
工
夫
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
割
れ
た
も
の
、
白
熱
電
球
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

球
、
照
明
器
具
（
分
解
で
き
な
い
も
の
に
限

る
）
は
、
埋
め
立
て
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。
分
解
で
き
る
照
明
器
具
の
本
体
は
資
源

物
Ｂ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
か
さ
の
部
分

は
、
資
源
物
Ｊ
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
収
集
日
や
出
し
方
は
、
ご
み
収
集
予
定
表

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

環 

境 

通 

信

問
い
合
わ
せ
先
　 

環
境
衛
生
課
（
合
志
庁
舎
）

☎
（
２
４
８
）
１
２
０
２

こ
ん
な
と
き
は
必
ず
届
け
出
を

●
休
止
届

・
転
出
、
引
っ
越
し
を
す
る
と
き

（
市
内
転
居
も
含
む
）

・
水
道
の
使
用
を
一
時
的
に
休
止

す
る
と
き

●
開
始
届

・
転
入
、
引
っ
越
し
て
来
た
と
き

（
市
内
転
居
も
含
む
）

・
一
時
的
に
休
止
し
た
水
道
を
再

開
す
る
と
き

●
名
義
変
更
届

・
所
有
者
や
使
用
者
の
名
義
が
変

わ
っ
た
と
き

※

料
金
の
支
払
い
は
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。
（
毎
月
末
日
に
振

替
、
12
月
は
25
日
で
す
）

目
指
そ
う
！
ご
み
減
量
目
標
20
％

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う 廃

棄
物
（
家
庭
ご
み
な
ど
）
の

野
外
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

廃
棄
物
（
家
庭
ご
み
な
ど
）
の

野
外
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

廃
蛍
光
管
の
出
し
方

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
の
量
は

目
標
値
を
108
ｇ
オ
ー
バ
ー

微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
2.5
）
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の

約
86
％
が
可
燃
ご
み

雨
水
タ
ン
ク
設
置
費
を

補
助
し
ま
す
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国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど

で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除

ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
次
の
３
種
類

あ
り
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
と
き
は

保
険
料
免
除
制
度
（
全
額
・
一
部
）

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
に
利
用
で
き
る

制
度
で
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
、
保

険
料
納
付
の
全
額
ま
た
は
一
部
（
４
分
の

３
、 

２
分
の
１
、 

４
分
の
１
）
が
免
除
さ

れ
ま
す
。保
険
料
免
除
の
審
査
対
象
者
は
、

本
人
と
配
偶
者
、
世
帯
主
で
す
。

20
歳
代
の
人
は

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
本
人
が
20
～
29
歳
で
あ
る
と
き
に
利
用

で
き
る
制
度
で
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ
る

と
、
保
険
料
の
全
額
に
つ
い
て
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
審
査
対
象
者
は
、
本
人
と

配
偶
者
で
す
。

　
ご
み
の
発
生
抑
制
、
資
源
化
と
再
生
利

用
の
推
進
、
排
出
量
に
応
じ
た
負
担
の
公

平
化
と
市
民
の
意
識
改
革
を
進
め
る
た

め
、
市
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
（
指
定

ご
み
袋
料
金
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
委
員

会
を
設
置
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

◦
委
員
の
仕
事

・
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
（
指
定
ご
み

袋
料
金
）
に
関
す
る
審
議

・
そ
の
他
ご
み
の
減
量
や
資
源
化
に
関
す

る
審
議

※
費
用
弁
償
な
ど
の
支
給
有
り

◦
募
集
人
数

　
２
人
程
度

　（
作
文
な
ど
を
参
考
に
選
考
）

◦
任
期
　

　
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま

で◦
応
募
資
格

　
次
の
①
、
②
の
要
件
を
満
た
し
、
年
４

回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

①
本
市
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の
人

②
本
市
の
環
境
衛
生
行
政
に
対
し
て
関
心

の
あ
る
人

学
生
は

学
生
納
付
特
例
制
度

　
本
人
が
学
生
の
場
合
に
利
用
で
き
る
制

度
で
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

の
全
額
に
つ
い
て
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。
審
査
対
象
者
は
、
本
人
の
み
で
す
。

　
い
ず
れ
も
審
査
対
象
者
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り

適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
離
職
者
、震
災
・

風
水
害
な
ど
の
被
災
者
の
人
は
所
得
に
関

係
な
く
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の

分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

　
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
や
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

る
た
め
、
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
必
ず
免
除
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
応
募
方
法

　
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、「
応
募
の
理
由
」
と
「
本

市
の
環
境
衛
生
行
政
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
」
の
作
文
（
１
、 

０
０
０
字
以
内
）
を

環
境
衛
生
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
標
準
応
募
用
紙
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
応
募
は
持
参
、郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◦
募
集
期
限

　
７
月
24
日
（
金
）
午
後
５
時

本
年
度
分
の
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

問
い
合
わ
せ
先

　健
康
づ
く
り
推
進
課
　
国
保
年
金
班
（
西
合
志
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎ 

（
２
４
２
）
１
１
８
３

　
　
　
　
　
　
　
熊
本
西
年
金
事
務
所
　
☎ 

（
３
５
５
）
３
２
６
１

市
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
検
討
委
員
会
委
員
募
集

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
衛
生
課
（
合
志
庁
舎
）
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